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2022年9月1日

環境経営レポート

ヘイワテクノ株式会社



登録範囲

　　金属の亜鉛メッキ、金属と樹脂の真空蒸着

認証登録番号

 0002192

活動期間

　「環境経営レポート」になります。

発行日

　　本「環境経営レポート」は 「2022/9/1」 の発行になります。

P-2

Ⅰ．組織の概要

Ⅱ.対象範囲

事業者及び代表者名

　　　　ヘイワテクノ株式会社

　　　　代表取締役社長 堀口　研一

　ＥＡ２１推進事務局:    　　担当  髙 康美

　　　　　　　　　　　　連絡先:             TEL 027－346－3551
                    FAX     027－347－4434

事業の内容

　　　金属の亜鉛鍍金及び金属及び樹脂の真空蒸着

事業所の規模

    本「環境経営レポート」は「2021年6月1日～2022年5月31日」 までの

所在地

　　　　〒370-1201　群馬県高崎市倉賀野町2660番地

環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

　　　　最高責任者:       代表取締役社長 堀口　研一

　　　　環境管理責任者:   品質管理部長 井坂　憲一郎
　　　（環境経営レポート作成者）

　　　　　資本金　　　　　　      3,000万円
　　　　　敷地　　　　　　　　  1,500坪 （4,950㎡）

　　　　　建物　　　　　　　     650坪　（2,145㎡）

　　　　　従業員数　　　　　　 35人　 (ﾊﾟｰﾄ・派遣含む )
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Ⅲ．環境経営方針

基本理念

行動指針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘイワテクノ株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　堀口　研一

　　　　       関する情報を社外にも公表します。

　　　　企業を目指します。

　　　　1.    事業活動において適用される環境に関連する法規制を尊守します。

　　　　2.    省資源、省エネルギーを実践し、二酸化炭素、産業廃棄物、水使用量の

　　　　　　　削減に努めます。

　　　　3.    ５Ｓ活動を推進し、環境保全活動の継続的改善に努めます。

  　　　4.    環境方針の周知徹底を含め、全社員の環境意識の向上を図り、環境管理に

    　 　　私たちは表面処理技術分野における事業活動において、自然環境の重要性

　　　　を認識し、資源を大切に使い効率の良い生産活動を行い、地球環境にやさしい

2007年8月1日



     　　　　 注・・実績と目標の詳細は別紙　「Ⅳ環境目標とその実績」　を参照して下さい。

下記の表は過去５年間の実績になります。

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

実績 実績 実績 実績 実績

電力の削減 kwh/百万円 2931.0 3181.0 3454.0 3179.0 2823.0

ＬＰＧガスの削減 kg/百万円 288.0 290.3 320.0 337.0 282.0

ガソリン使用の削減  /百万円 18.1 20.6 26.0 21.1 21.7

659571.8 634510.4 627269.6 735816.8 776026.4

塗料カスの削減 kg/百万円 12.7 20.0 18.0 15.8 13.2

4257.0 5090.0 6760.0 9290.0 12920.0

水使用量の削減  /百万円 179.0 222.0 281.0 260.7 224.8

47793.0 57879.0 67249.5 75556.0 78706.0

下記表の３年間の目標は、上記過去３年分(2017年～2019年)の実績平均を基にした数値です。
過去3年平均
（2017 2019）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

実績 目標 目標 目標 中期目標

電力の削減 kwh/百万円 3188.7 3156.8 3124.9 3039.0

ＬＰＧガスの削減 kg/百万円 299.4 296.4 293.4 290.4

ガソリン使用の削減  /百万円 21.6 21.4 21.2 20.9

640450.0 634046.1 627641.6 621237.0

塗料カスの削減 kg/百万円 19.3 19.1 18.9 18.7

5720.0 5662.8 5605.6 5548.4

水使用量の削減  /百万円 227.3 225.0 222.8 204.6

57640.5 56899.6 56324.8 557501.0

注・・別紙 「 Ⅴ環境経営計画」 を参照して下さい。
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当社に於ける2017年度～2019年度の環境負荷実績を把握し、

2020年～
2022年の
実績に対し
-1％

管理実施  項目

二酸化炭素総排出量kg-CO2

廃棄物　総量　kg

総排水量　 

Ⅳ．環境経営目標

単位

        2020年度から2022年度までの目標を下記のとおり定めました。

環境経営項目 管理実施  項目 単位

二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素総排出量kg-CO2

排水量の削減
総排水量　 

廃棄物の削減
廃棄物　総量　kg

環境経営項目

二酸化炭素排出量の削減

廃棄物の削減

排水量の削減

　＊二酸化炭素排出係数は東京電力の0.455です。

　　売上高百万円当たりの二酸化炭素排出量になります。

　＊二酸化炭素排出係数は東京電力の0.455です。(下記表の算出した時の係数です)

　　 売上高百万円当たりの二酸化炭素排出量になります。

Ⅴ．環境経営計画



※印は次年度の取組内容になります。

　 ＊活動を継続

　 ＊活動を継続

 　 ＊活動を継続

     ＊活動を継続
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Ⅵ．環境経営計画に基づき実施した取組内容

取組計画 評　　価

① 二酸化炭素排出量の削減

　　　3年平均の実績目標に対して、　2021年 (1)仕事量が増えた事により、二酸化炭素排出量は目標627641.6kg-co2対
して、776026.35kg-co2と23.6％の増加になりました。　　　度に2％削減する。(年度毎に1%　2%　3%と削減)

　　評価　「　〇　」

　　　電気炉の有効活用

　　　温調ﾋｰﾀｰの適切化による省エネ
(1)夜間や休日の温調ﾋｰﾀｰ適正化による省エネ化

(1)旧型の電気炉の使用を抑え、台数限定で稼働を行い電気炉の稼働率
が向上しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価　「　○　」

　 ＊活動を継続 　　評価　「　×　」

　　『目標達成手段』

　　1.電力の削減 (1)無駄な電力を削減し、計画に対して9.7％の削減となりました

　　　　1)アイドリングストップの実施 (1)アイドリングストップは継続して実施しています。

(2)運転マナーの尊守の励行実施。　　　　　　　評価　「　○　」

　　　　2)配送ルートの見直し (1)新期配送先が継続して増加中なので、ルートマップの作成ができす、追
加配送が多くなりドライバーと連絡を取り合いながら効率化を進めていま
す。

(1)目標18.9Kgに対して実績13.2Kg　と　30.2％の削減となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価　「　〇　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価　「　〇　」

　　２．自動車燃料使用の削減

　　評価　「　×　」

(1)軽自動車の運用量を増やし効率化を図りましたが、遠距離の新規取引
先の増加により、走行距離が増え計画比2.2％アップになりました。

　　　2％削減する。(年度毎に1%　2%　3%と削減)

　　歩留まりの改善
(1)塗料に含まれる水分を減らした事により、30.2%改善された。

　 ＊軽車両の有効活用と外部委託を考える 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価　「　×　」

② 廃棄物の削減

　　　3年平均の実績目標に対して、　2021年度に

(2)社内改善活動により、工場内の５Ｓが進み、廃棄木くず処分が増えまし
た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価　「　×　」

　　　2％削減する。(年度毎に1%　2%　3%と削減)

　   ＊ライン停止時のバルブ閉活動

   2)化学物質使用量の削減
(1)日々濃度の分析を行い、適正な濃度で管理を行っている。

　  ＊１個当たり塗料使用量の改善　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価　「　○　」

③ 1)排水量の削減

　　　3年平均の実績目標に対して、　2021年度に (1)目標222.8 に対して実績224.8 と0.9％の微増となりました。

(2)メッキ出来栄えを良くする為、水洗工程に重点を置いたため水の使用量
が増加しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価　「　×　」

2)メッキ治具の整理とレイアウトが進み、治具台車の移動が楽にできる様に
なった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価　「　○　」

     ＊活動を継続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価　「　〇　」

  3) 5Ｓ活動の実施

　  　　・不要在庫の処分
(1)社内改善活動により、治具などの不要品の処分を実施。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価　「　○　」



　　　　添付　「Ⅳ環境目標とその実績」を参照して下さい。

　　　2022年の環境関連法規遵守状況の確認において、問題ありません。

　　　　(1)Ⅵ．環境経営計画に基づき実施した取組内容の成果が横ばいで、

　 　　　　　　 会社として更なる改善が必要です。

　　　　(2)水の使用量を抑え、品質の維持に努めて下さい。
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（1） 当社に適用となる主な環境関連法規

要求事項 遵守状況

Ⅷ．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、
　　 並びに違反、訴訟などの有無

Ⅶ.環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果と

　 その評価、並びに次年度の環境経営目標及び環境

　 経営計画

労働安全衛生法　（有機則・特化則） 労働災害の防止、安全と健康の確保
1回/年の健康診断、特殊検診や定期
及び随時に安全教育を実施

水質汚濁防止法 公共水域及び地下に浸透する排水
チェックリストを使用して工場周り配管の
漏水管理を実施

消防法 火災の予防
作業終了後に各ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎で職場見回り
を実施

（2） 環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　　　また関係当局よりの指摘及び訴訟等は、過去3年間ありません。
　　　及び近隣関係からの苦情もありません。

法規制等の名称

Ⅸ．代表者による全体の評価と見直し・指示

　　  　(3)無駄な電力を抑え、効率の良い設備運用を行ってください。

廃棄物処理法 廃棄物の排出を抑制、分別、処理
ﾏﾆﾌｪｽﾄの保管、照合確認を実施、及
び毎年6月に公共機関へﾏﾆﾌｪｽﾄの交
付状況報告の届け出を実施

フロン排出抑制法 フロンの排出を抑制 継続して、簡易点検を実施

毒物及び劇物取締法 毒物又は劇物の管理
保管場所に「毒物・劇物」の表示、及び使用
量発注で社内在庫「0」活動中継続

騒音・振動規制法 発生する騒音と振動の規制 遵法

ＰＲＴＲ法
化学物質の環境への排出量の把握及
び管理

PRTRを年度毎(2022年/8月)に公共機
関へ届け出を実施済



     当社に於ける過去三年間(2017/6/1～2019/5/31）の環境負荷実績(表－1)を把握し、2020年度から2022年度までの目標を新三か年計画(表－２)とし、

三年平均

実績 目標 実績 増減比 目標 実績 増減比 目標 実績 増減比

電力の削減 kwh/百万円 3081.0 3050.2 2931.0 -3.9% 3019.4 3181.0 5.4% 2988.6 3454.0 15.6%

ＬＰＧガスの削減 kg/百万円 352.4 348.9 288.0 -17.5% 345.4 290.3 -16.0% 341.8 320.0 -6.4%

ガソリン使用の削減  /百万円 20.3 20.1 18.1 -10.2% 19.9 20.6 3.6% 19.7 26.0 32.0%

1156017.1 1144445.1 659571.8 -42.4% 1132896.8 634510.4 -44.0% 1121336.6 627269.6 -44.1%

塗料カスの削減 kg/百万円 12.8 12.7 20.0 57.9% 12.5 20.0 60.0% 12.4 18.0 44.9%

4300.0 4257.0 5310.0 24.7% 4214.0 5090.0 20.8% 4171.0 6760.0 62.1%

水使用量の削減  /百万円 249.1 246.6 179.0 -27.4% 244.1 222.0 -9.1% 241.6 281.0 16.3%

74461.0 73716.0 47793.0 -35.2% 72971.8 57879.0 -20.7% 72227.2 67249.5 -6.9%

0.525

三年平均

実績 目標 実績 増減比 目標 実績 増減比 目標 実績 増減比

電力の削減 kwh/百万円 3188.7 3156.8 3179.0 0.7% 3124.9 2823.0 -9.7% 3039.0 -100.0%

ＬＰＧガスの削減 kg/百万円 299.4 296.4 337.0 13.7% 293.4 282.0 -3.9% 290.4 -100.0%

ガソリン使用の削減  /百万円 21.6 21.4 21.1 -1.4% 21.2 21.7 2.2% 20.9 -100.0%

640450.6 634046.1 735816.8 16.1% 627641.6 776026.4 23.6% 621237.0 -100.0%

塗料カスの削減 kg/百万円 19.3 19.1 15.8 -17.3% 18.9 13.2 -30.2% 18.7 -100.0%

5720.0 5662.8 9290.0 64.1% 5605.6 12920.0 130.5% 5548.4 -100.0%

水使用量の削減  /百万円 227.3 225.0 260.7 15.9% 222.8 224.8 0.9% 204.6 -100.0%

57640.5 56899.6 75556.0 32.8% 56324.8 78706.0 39.7% 557501.0 -100.0%

0.455二酸化炭素排出係数 0.455 0.455 0.455

二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素　総排出量 kg-co2

廃棄物の削減
廃棄物　総量　kg

総排水量の削減
総排水量　 

新三カ年計画

表－２　2017年度～2019年度の平均実績と今後3年間（2020～2022年度）の目標になります。（平均実績に対して　１％・２％・３％　削減に設定）

環境経営項目 管理実施  項目 単位
2020年度 2021年度 2022年度

0.455

総排水量の削減
総排水量　 

二酸化炭素排出係数 0.525 0.455

廃棄物の削減
廃棄物　総量　kg

二酸化炭素排出量の削減

三カ年計画と実績

表－１　2014年度～2016年度の平均実績と過去3年間（2017～2019年度）の目標と実績になります。

2019年度

二酸化炭素　総排出量 kg-co2

Ⅳ　環境経営目標とその実績

環境経営項目 管理実施  項目 単位
2017年度 2018年度

下記の通り定めました。



　　　 作成日：2021年8月18日 承認 作成

Ⅴ．環境経営計画（2021年度）

○＝計画　　●＝実施済　　　

社長・堀口 環責・井坂

項目
3年後
の目標

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

①エアコンのフィルター清掃を実施 ● ● 事務局 髙  

②エコドライブ推進（アイドリング、急発進） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● Ｇリーダー 上原

③乾燥炉の有効活用 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 各グループ リーダー

④電気ヒーターの有効活用 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 各グループ リーダー

⑤社用車軽車両の使用推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 営業 上原

①分別ルールの徹底 ● ● Ｇリーダー 茂木

②廃棄物置場の整備 ● ● Ｇリーダー 茂木

③産廃業者との契約書の確認 ● ● ● 環責 井坂

④マニュフェストの管理 ● ● ● 環責 井坂

①水洗槽のバルブを作業後すぐ閉める ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 各グループ リーダー

②節水表示 ● 各グループ リーダー

③市水バルブの点検と確認 ● ● ● 各グループ リーダー

④工業用水バルブの点検と確認 ● ● ● 各グループ リーダー

①ムダのないように使用する ● ● 各グループ リーダー

②分析表の活用での抑制 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 各グループ リーダー

①通路が確保されている ● ● 事務局 髙 

②表示、識別がされている ● ● 事務局 髙 

③安全である ● ● 事務局 髙  

　　　環 境 管 理 責 任 者 の　　　　　　
　　　　　　　　取 組 状 況 の コ メ ン ト　
　　　　　　　（外部からの苦情も、盛り

込む）

第　　１　　回　　（　１１　月　１２　 日　） 第　　2　　回　　（　３　月　４　日　） 　　　　第　　３　　回　　（　７　月　１５　日　）

メッキ工程の水量の見直しを行った為、
大幅に増加している

新規顧客の配送先が増え、ガソリンの使
用量も増えている。

産廃木くずを処理した為に増加

4
化学物質使用量
の削減

━
化学物質使
用量の削減

5 5Ｓ活動の実施 ━
働きやす
い職場を
作る

2
売上高100万円当
りの廃棄物の削

減

過去３年
平均の実
績に対し
て3％削減

過去３年
平均の実
績に対し
て２％削
減

3
売上高100万円当
りの水資源投入
量の削減

過去３年
平均の実
績に対し
て3％削減

過去３年
平均の実
績に対し
て2％削減

月別実行計画及び進捗管理

担当部署 責任者

1
売上高100万円当
りの二酸化炭素
排出量の削減

過去３年
平均の実
績に対し
て3％削減

過去３年
平均の実
績に対し
て２％削
減

№

環境目的
今年度
の目標

管理項目
実施事項



　　　 作成日：2022年10月13日 承認 作成

Ⅴ．環境経営計画（2022年度）

○＝計画　　●＝実施済　　　

社長・堀口 環責・井坂

項目
3年後
の目標

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

①エアコンのフィルター清掃を実施 ○ ○ 事務局 髙  

②エコドライブ推進（アイドリング、急発進） ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｇリーダー 上原

③乾燥炉の有効活用 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 各グループ リーダー

④電気ヒーターの有効活用 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 各グループ リーダー

⑤社用車軽車両の使用推進 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 営業 上原

①分別ルールの徹底 ● ○ Ｇリーダー 茂木

②廃棄物置場の整備 ● ○ Ｇリーダー 茂木

③産廃業者との契約書の確認 ● ● ○ 環責 井坂

④マニュフェストの管理 ● ● ○ 環責 井坂

①水洗槽のバルブを作業後すぐ閉める ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 各グループ リーダー

②節水表示 ● 各グループ リーダー

③市水バルブの点検と確認 ● ○ ○ 各グループ リーダー

④工業用水バルブの点検と確認 ● ○ ○ 各グループ リーダー

①ムダのないように使用する ○ ○ 各グループ リーダー

②分析表の活用での抑制 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 各グループ リーダー

①通路が確保されている ● ○ 事務局 髙  

②表示、識別がされている ● ○ 事務局 髙  

③安全である ● ○ 事務局 髙  

　　　環 境 管 理 責 任 者 の　　　　　　
　　　　　　　　取 組 状 況 の コ メ ン ト　
　　　　　　　（外部からの苦情も、盛り

込む）

第　　１　　回　　（　１１　月　２２ 　日　） 第　　2　　回　　（　３　月　 　日　） 　　　　第　　３　　回　　（　７　月　　日　）

液管理を徹底し、使用水量の管理を行って
いる

━
働きやす
い職場を
作る

2
売上高100万円当
りの廃棄物の削

減

過去３年
平均の実
績に対し
て3％削減

過去３年
平均の実
績に対し
て3％削減

3
売上高100万円当
りの水資源投入
量の削減

過去３年
平均の実
績に対し
て3％削減

過去３年
平均の実
績に対し
て3％削減

4
化学物質使用量
の削減

━
化学物質使
用量の削減

5 5Ｓ活動の実施

月別実行計画及び進捗管理

担当部署 責任者

1
売上高100万円当
りの二酸化炭素
排出量の削減

過去３年
平均の実
績に対し
て3％削減

過去３年
平均の実
績に対し
て3％削減

№

環境目的
今年度
の目標

管理項目
実施事項



７．エコアクション２１　推進組織図　（２０２1年６月１日改訂） 承　認 作　成

総務部 製造部 営業部 品質管理部

職 名 役                             割

【最高責任者】　　　　　　　
　代表取締役　社長　　　　

　　堀口　研一

【環境委員会】　　                   　
　　　（4ヶ月/１回開催）

【環境管理責任者】　　　　
　　品質管理部長 　　　　　
　　　井坂　憲一郎

①エコアクション２１に関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を図り、
目的を達成するために環境委員会を運営する。

② エコアクション２１の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直し
    のための情報として、構築・運用に関する情報を最高責任者に提供する。

 ①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には、
     現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。
②エコアクション２１の構築・運用・維持に必要な経営諸資源
   （人材・資金・機器設備・技術技能を含む）を準備する。
③ 環境方針を制定する。
④エコアクション２１の構築・運用に関する情報を収集し、環境方針・環境目標を
    はじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。
⑤当社に於ける課題とチャンスを明確にする。

環境委員会

 最高責任者・環境管理責任者・事務局・部門長で構成し、4ヶ月/1回
 環境管理責任者が招集する。環境目標の設定、環境活動計画の策定
 及び進捗管理について協議する。環境管理責任者が必要と認めた者は
 出席する事が出来る。

環境管理 責任者

【品質管理部長　井坂　憲一郎】

事務局

【品質管理部　髙  　康美】

①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション２１に関する
  実務全般を所管する。

最高責任者

　【代表取締役社長　堀口　研一】

事務局
髙 康美

経理 業務 １G 2G 4G 5G 6G 品質管理3G 営業

髙井
坂


